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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教
育

院
は
、
文
部
科
学
省
の
支
援
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な

原
子
力
危
機
の
分
野
に
お
い
て
、
国
際
的
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
修
士
・
博
士
課
程
一
貫
の
学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。
本
教
育
院
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
国
内
外
に
お
い
て
実
習
・
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
二
月
十
一
日
～
二
三
日
に
は
米
国
研
修
を
実
施

し
た
。
参
加
学
生
は
、
博
士
課
程
二
年
の
学
生
一
名

（
中
国
出
身
）、
同
一
年
の
学
生
二
名
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

南
ア
フ
リ
カ
出
身
各
一
名
）、
修
士
課
程
二
年
の
学
生

三
名
（
日
本
人
二

名
、
マ
レ
ー
シ
ア
出

身
一
名
）、
修
士
課

程
一
年
の
学
生
一
名

（
日
本
人
）
の
計
七

名
。
院
長
と
筆
者

ら
ス
タ
ッ
フ
四
名
が

引
率
者
と
し
て
同

行
し
た
。訪
問
先
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
テ

キ
サ
ス
、
ネ
バ
ダ
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

大
学
、
国
際
機
関
、

博
物
館
、
大
使
館

な
ど
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
国
際
連
合
本
部
と
九・一一
記
念
博
物
館
を
訪
問
し

た
。
九・一一
記
念
博
物
館
で
は
学
生
達
は
改
め
て
テ

ロ
の
恐
ろ
し
さ
と
悲
惨
さ
を
感
じ
た
よ
う
だ
。
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
、
在
米
日
本
大
使
館
と
世
界
銀
行

を
訪
問
し
た
。
テ
キ
サ
ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学
の
デ
ィ
ザ
ス

タ
ー
シ
テ
ィ
で
は
、
地
震
発
生
に
よ
る
工
業
団
地
内

で
の
放
射
線
源
事
故
を
想
定
し
て
放
射
線
物
質
を

回
収
す
る
実
習
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
同
士
が
事

前
に
連
絡
を
取
り
合
い
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ

討
論
を
行
っ
た
。
ネ
バ
ダ
で
は
国
立
核
実
験
博
物
館

を
訪
問
し
た
。
学
生
達
は
国
内
研
修
で
広
島
と
長

崎
の
原
爆
博
物
館
を
観
て
い
る
の
で
、
原
爆
に
対
す

る
考
え
方
が
日
米
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
よ
く
理

解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
で
は
、
筆
者
よ
り
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に
関
す
る
講
義
を

行
う
と
と
も
に
、
先
方
の
学
生
と
同
発
電
所
を
テ
ー

マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、
双
方
と
も
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
が
、
討

論
結
果
の
発
表
が
終
わ
る
頃
に
は
す
っ
か

り
打
ち
解
け
、
学
生
同
士
の
新
た
な
つ
な

が
り
が
芽
生
え
た
。（
本
文
、
写
真
と
も
写

真
中
に
記
載
のｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
事
情
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、

一
九
七
〇
年
代
初
頭
、
国
際
原
子
力
機
関

勤
務
の
日
本
人
職
員
と
日
本
大
使
館
職
員

が
中
心
と
な
っ
て
ド
ナ
ウ
川
岸
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
行
っ
た
の
が
初
め
ら
し
い
。
欧
州

で
は
珍
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
市
民
が
橋
の
上
か

ら
鈴
な
り
に
な
っ
て
眺
め
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
本
人
会

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
毎
年
春
秋

に
プ
ラ
タ
ー
公
園
内
の
球
場
で
開
催
さ
れ
、

日
曜
朝
か
ら
二
百
名
以
上
が
集
ま
る
日
本

人
社
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
併
行
し
て
、

地
元
ウ
ィ
ー
ン
や
米
国
、
韓
国
、
カ
リ
ブ
諸
国
な
ど

の
チ
ー
ム
も
出
来
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
各
国
の

代
表
に
よ
る
国
際
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一方
京
都
で
は
、
中
・
高
・
大
学
の
多
く
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、一般
も
日
本
で
最
初
に
創
設
さ

れ
た
六
四
校
の
小
学
校
を
起
源
と
す
る
学
区
に
基
づ

く
チ
ー
ム
で
青
壮
年
か
ら
七
〇
才
以
上
の
高
齢
者
も

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
。一般
向
け
に
は
御

所
の
球
場
が
手
軽
に
利
用
で
き
る
。
軟
式
野
球
と
共

用
で
あ
る
が
、
富
小
路
広
場
に
六
面
、
今
出
川
広
場

に
三
面
あ
る
。
隣
り
合
う
試
合
で
外
野
の
守
備
が
錯

綜
す
る
の
が
草
球
場
ら
し
い
。
京
都
府
は
全
国
で
も

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
強
豪
校
が
集
ま
る
地
域
で
あ
り
、
例

え
ば
、
京
都
明
徳
高
等
学
校
は
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
と
全
国
私

立
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
で
は
と
も
に

優
勝
の
経
験
が
あ
る
。
両
市
で
は
、
老
若
男
女
が
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
時
、

Ｇ
Ｏ
Ｔ
（
グ
レ
ー
ト
お
じ
さ
ん
チ
ー
ム
）
に
所
属
し

て
ド
ナ
ウ
公
園

で
よ
く
練
習
し
、

二
〇
〇
五
年
秋
の

日
本
人
会
主
催

の
大
会
で
は
初
優

勝
し
た
。
〇
六

年
の
第
一
回
国
際

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
は
、
チ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
の
監
督

兼
選
手
と
し
て
、

全
八
チ
ー
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
制
し
運
良
く
優
勝

し
た
。
京
都
で
は
学
区
の
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
と
と

も
に
、
京
大
で
は
専
攻
の
学
生
と
教
職
員
に
よ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
復
活
さ
せ
た
。
両
市
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
事
情
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

国
際
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
時
の
写
真
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

前
京
都
大
学
教
授

　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  

77

http://www.dojo.titech.ac.jp/


